




O V E R V I E W  /  概要

○×クイズやソーラーらんたんを作りながら，再生可能エネルギー
の理解と自然エネルギー体験により，知識を深めます。

対象者・参考教科

小学校1～3年 小学校4～6年

参考教科等：---

Photo Photo

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所 座学(対面)

所要時間 45分（講義15、実習30）

対応人数
30人程度（1グループ4～6人で5
グループ程度）

準備物等 パソコン，スクリーン，プロジェク
ター，工作机，椅子，ハサミ，テー
プ等（備考欄に詳細記載）

N O T E S  /  備考

以下のものについて，学校側で参加人数分の御準備をしていただく必要があります。
① ガーデン用ソーラーライト
② ペットボトル（ソーラーライトが完全に中に入らないように、上部を切ったもの。）
③ 飾り付け用のシール，テープ，セロファン（透明なもの，透けるもの）
アシスタントが必要です。

みやぎエコ・エデュケーション・プログラム ( M E E P )環境出前講座

STEP 01. 導入

・○×クイズで地球温暖化を知り，SDGｓを意識し、その対策のひ
とつとして再生可能エネルギーの利用を理解します。

STEP 02. 発展

・ソーラーらんたんを作成しながら，私たちの身近な太陽光発電の
仕組みを理解します。　

STEP 03. まとめ

・再生可能エネルギーを楽しく学び，作成したソーラーらんたんを
身近なところで活用しましょう。　

M I YA G I  P R E F E C T U R A L  G O V E R N M E N T
E N V I R O N M E N T & L I F E D E PA R T M E N T

地球温暖化・エネルギー

ソーラーらんたんを作ろ
う

今野　勇
INSTRUCTOR

(一財)宮城県成人病予防協会参与　　　学術研究開発室兼検査センタ
ー長

































OV E R V I E W  /  概要

中央太平洋のキリバス共和国は、地球温暖化・気候変動の影響により、存亡の危機に立たされ
ています。授業では、キリバスの人々の生活や，意外と深い日本との関係、地球温暖化・気候
変動がキリバスに影響を与えている実例に触れながら、グローバルな視点で私たちの「当たり
前」を問い直し、自分で考え、夢や志をもって行動することの大切さを、ユーモアあふれる表
現で伝えます。地球環境問題の解決に留まらず、同国に帰化した史上初の日系キリバス人１世
として自身の経験をもとに国際理解や志教育などにも対応しています。
講師は，第１回宮城県ストップ温暖化賞大賞、令和2年度気候変動アクション環境大臣表彰の
受賞者です。

小学校4～
6年

参考教科等: 4年生社会科「ごみの処理と利用」、5年生社会科「わたしたちの生活と環境」、6年生社会科「世
界の未来と日本の役割」

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所 座学(対面)

所要時間 90分

対応人数 制限なし

準備物等 ＰＣ，プロジェクター、スク
リーン、スピーカー、マイク
セット

N O T E S  /  備考

対象学年：小学校３～６年生
講師の都合により日程が限定的にな
る場合もありますので、第５希望ま
でを申込書に記載してください。

STEP 01. 導入

自己紹介と、人々の生活や日本と意外に深い関係を持
つキリバスの紹介を軸に、好奇心・志を持つ大切さ、
違う価値観を認め合うこと、地産地消、フードロスな
どについて触れます。

STEP 02. 発展

地球温暖化・気候変動の原因と、キリバスで起こって
いる実例を紹介し、世界や宮城県内での例、また海洋
プラスチックごみの問題にも触れ、他人事ではないこ
とを伝えます。

世界との関わりと環境

国がなくなる？！
～キリバス共和国と地球温暖
化～

ケンタロ・オノ
（一社）日本キリバス協会代表理事



みやぎエコ・エデュケーション・プログラム ( M E E P )環境出前
講座

STEP 03. まとめ

SDGsの紹介、『グローバルに考え、ローカルに活動
すること』、そして『愛の反対は無知と無関心』であ
ることを伝え、自分で考え行動に移すきっかけとしま
す。

M I YA G I  P R E F E C T U R A L
G O V E R N M E N T

2011403eg
スタンプ





O V E R V I E W  /  概要

世界の水問題が日本の食生活と密接につながっているということ
を、モロッコ（青年海外協力隊での派遣経験あり）などの諸外国
を例に日本の役割や生活のあり方を考えてもらいます。国際理解
教育とも関連します。

対象者・参考教科

小学校4～6年 中高生 大人

参考教科等：6年生　社会科 「世界の中の日本」
Photo

C O U R S E  F L O W  /  講座の流れ R E Q U I R E M E N T  /  実施条件

実施場所 座学(対面)、リモート(Web等)

所要時間 45分

対応人数 30～60人程度

準備物等 ホワイトボード、ペン、プロジェク
ター・スクリーンまたはモニター

N O T E S  /  備考

講師の都合により日程が限定的になる場合もありますので、複数の候補日を挙げてください。開講時刻について、
仙台からの移動時間を配慮してください。

STEP 01. 導入

青年海外協力隊の体験を紹介するほか、日本から遠く離れたモロッ
コの水産物が日本の食卓と深くつながっていること（相互依存）に
気づきます。

STEP 02. 発展

統計資料等を利用して、地球温暖化による世界の水資源や水質の問
題（バーチャルウォーター、途上国の下水道整備や富栄養化問題、
有害化学物質による生態系影響等）について、SDGsも引き合いに
学びます。

STEP 03. まとめ

世界の水問題と結びつく日本の食生活のあり方について、温故知
新・身土不二・足ることを知る、をキーワードに考えます（循環型
社会づくりとも関連）。

世界との関わりと環境

日本人がいっぱい食べると 世界の
水が悪くなる？

山田　一裕　
INSTRUCTOR

東北工業大学工学部　　　　　　　　　環
境応用化学課程教授


